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▼搾乳素牛価格（北海道） （単位：円・頭）

▼
十
一
月
十
三
日
、
第
八
十
八
回
広
島
県

畜
産
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

▼
出
品
者
、
関
係
者
の
皆
様
、
大
変
ご
苦

労
様
で
し
た
。

▼
乳
用
種
々
牛
の
部
に
は
、
当
初
出
品
予

定
の
三
十
三
頭
に
対
し
て
二
十
九
頭
が

出
品
さ
れ
ま
し
た
。

▼
今
回
の
開
催
が
八
十
八
回
目
と
云
う
こ

と
で
、
改
め
て
八
十
八
年
の
歴
史
の
重

さ
を
感
じ
た
の
は
、
小
生
だ
け
で
し
ょ

う
か
？

▼
人
間
で
云
え
ば
、「
米
寿
」、
更
に
、

八
十
八
回
目
の
数
字
か
ら
二
重
の
末
広

が
り
と
、
お
目
出
度
さ
さ
え
感
じ
ま
す
。

▼
改
め
て
、
脈
々
と
続
い
て
い
る
中
で
先

陣
の
決
意
や
期
待
に
思
い
を
馳
せ
て
み

ま
し
た
。

▼
例
年
は
、
十
月
中
〜
下
旬
に
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
今
年
は
全
国
和
牛
能
力
共
進

会
が
十
月
に
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
十
一
月
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

▼
本
格
的
な
冬
到
来
を
間
近
に
控
え
て
の

開
催
で
天
候
を
心
配
し
ま
し
た
が
、
時

折
、
小
雨
混
じ
る
冷
た
い
風
の
な
か
で

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

▼
同
会
の
目
的
は
、
家
畜
改
良
の
進
度
を

チ
エ
ッ
ク
し
、
経
営
向
上
に
つ
な
げ
る

こ
と
に
あ
り
ま
す
。

▼子牛価格（三次市場） （単位：円・頭・kg・％）

家畜市場
価格の推移

【10月】

市　　場 開催日 出場頭数 成立頭数 成立率 最高価格 最低価格 平均価格
南 北 海 道 5 日 122 101 82.8% 570,150 235,200 432,621 
十 勝 9 日 593 408 68.8% 703,500 141,750 492,944 
釧 路 10 日 298 157 52.7% 589,050 360,150 470,066 
根 室 11 日 482 395 82.0% 704,550 308,700 504,152 
豊 富 18 日 434 225 51.8% 599,550 300,300 454,300 
十 勝 23 日 608 399 65.6% 694,050 261,450 501,666 
北 見 24 日 505 327 64.8% 600,600 316,050 476,026 
根 室 25 日 352 294 83.5% 695,100 348,600 528,036 
合 計 3,394 2,306 67.9% 687,750 249,900 482,476

種　類 入場頭数 成立頭数 取引率 最高価格 最低価格 平均価格 体重

スモール 
雌 17 13 76.5％ 106,050 1,050 39,468 59

雄 236 218 92.4％ 40,950 1,050 22,477 60

計 253 231 91.3％ 106,050 1,050 23,619 60

F1 
雌 166 145 87.3％ 124,950 1,050 66,346 56

雄 170 144 84.7％ 147,000 12,600 102,357 57

計 336 289 86.0％ 147,000 1,050 84,566 57

ホルス（5 才）雌 37 35 94.6％ 260,400 17,850 115,727 706
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▼
今
や
、
畜
産
共
進
会
の
存
続
が
危
ぶ
ま

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

▼
酪
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
、
共
進
会
へ
の

出
品
に
関
し
て
「
飼
養
頭
数
の
多
頭
化
で

繁
忙
を
極
め
、
余
裕
が
無
く
な
っ
た
」、

「
年
齢
と
と
も
に
体
力
が
続
か
な
い
」

等
々
の
様
々
な
意
見
が
聞
か
れ
ま
す
。

▼
今
回
の
第
八
十
八
回
で
は
、
出
品
牛
、

出
品
者
を
応
援
し
よ
う
と
県
内
か
ら
酪

農
家
の
仲
間
百
名
が
駆
け
つ
け
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

▼
合
間
の
昼
食
で
は
、
弁
当
を
囲
む
な
ど

酪
農
家
の
若
い
後
継
者
の
姿
も
あ
り
、

笑
顔
で
の
談
笑
を
微
笑
ま
し
く
感
じ
ま

し
た
。

▼
共
進
会
を
裏
方
で
支
え
た
、
入
組
四
年

目
の
女
性
職
員
か
ら
、
小
生
に
対
し
て

「
共
進
会
は
出
品
者
の
祭
典
に
止
ま
ら
ず

酪
友
が
集
い
語
ら
う
場
と
し
て
の
存
在

価
値
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
こ
の
価
値
を

共
進
会
に
位
置
づ
け
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
？
」と
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
こ
う
し
た
気
づ
き
に
有
り
難
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

▼
広
酪
で
は
、
十
一
月
十
三
日
に
十
二
月

一
日
付
け
の
人
事
異
動
の
内
示
を
行
い

ま
し
た
。
十
一
名
が
こ
の
対
象
で
あ
り

ま
す
。

▼
と
も
に
手
を
携
え
、広
酪
の
「
経
営
理
念
」

に
向
け
て
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と
決

意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

▼
皆
様
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

■市町別生乳受託量の進捗状況（10月）� （単位：トン）

■生乳受託実績（10月） ■市町別の生乳出荷組合員
　による購買品利用高の状況（9月）

■生乳需給の前年比推移（9月）� (単位:%)

地域 備北 南部 西部 東部 合計

生乳出荷組合員戸数（戸） 46 13 54 48 161

生乳出荷量（㌧） 1,534.0 452.8 1,128.4 1,292.5 4,407.8

前年同月対比（％） 93.7% 101.4% 95.2% 97.2% 95.8%

前月対比（％） 102.5% 105.0% 100.1% 103.5% 102.4%

生乳出荷累計（㌧） 11,285.2 3,035.5 8,348.7 9,212.1 31,881.4

広酪構成比（％） 35.4% 9.5% 26.2% 28.9% 100.0%

No 市町名
購買品利用

高（千円）
生乳出荷量

（㌧）
購買品利用

占有率
生乳 1 ㎏当たりの
購買品利用高（円）

1 庄 原 市 43,296 855.6 26.2% 50.6

2 三 次 市  38,987 862.8 23.6% 45.2

3 北 広 島 町 18,587 497.4 11.3% 37.4

4 安芸高田市 17,781 381.8 10.8% 46.6

5 府 中 市 14,821 247.1 9.0% 60.0

6 東 広 島 市 6,911 377.5 4.2% 18.3

7 世 羅 町 5,837 500.4 3.5% 11.7

8 福 山 市 5,486 121.1 3.3% 45.3

9 三 原 市 4,426 73.3 2.7% 60.4

10 廿 日 市 市 3,901 66.6 2.4% 58.6

11 神石高原町 2,514 85.3 1.5% 29.5

12 広 島 市 2,232 181.1 1.4% 12.3

13 呉 市 300 54.0 0.2% 5.5

合計  165,078 4,304.0 100.0% 34.4

市町名 生乳生産量 生産占有率 前年比 ( 同月 ) 24 年度累計 前年比 ( 累計 )
庄 原 市 869.6 19.7% 90.8% 6,588.0 96.0%
三 次 市 857.5 19.5% 93.3% 6,068.4 93.5%
世 羅 町 526.4 11.9% 108.2% 3,575.5 106.8%
北 広 島 町 498.7 11.3% 95.1% 3,618.1 97.1%
東 広 島 市 396.6 9.0% 101.2% 2,666.1 96.1%
安 芸 高 田 市 377.8 8.6% 95.5% 2,866.6 95.7%
府 中 市 248.9 5.6% 95.3% 1,879.8 98.7%
広 島 市 184.8 4.2% 92.3% 1,378.9 98.6%
福 山 市 130.5 3.0% 104.7% 936.1 101.6%
三 原 市 106.8 2.4% 96.6% 796.1 100.6%
神 石 高 原 町 86.9 2.0% 81.1% 653.4 78.3%
廿 日 市 市 67.1 1.5% 103.0% 485.0 96.4%
呉 市 56.3 1.3% 102.7% 369.4 94.1%
合 計 4,407.8 100.0% 95.8% 31,881.4 96.8%
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